
私たちの身の周りの多くの加工食品には、食品添加物が

使用されており、その安全性や健康への影響について不安

を抱いている方も多くいらっしゃると思います。

食の安全を守るため、行政が行っているリスク評価、リ

スク管理や、食品等事業者の取組について、情報共有や意

見交換をしながら理解を深めてみませんか？

○講演

主催：栃木県・とちぎ食の安全ネットワーク 共催：宇都宮市

「 食品添加物について考える」

開催日時 令和６(2024)年１月15日（月）

１３：３０～１６：００

会 場 栃木県庁 研修館講堂

※会場の都合上、定員は70名

（申込先着順）とさせていただきます。

申込期限 令和６(2024)年１月９日（火） （参加申込書は別紙）

○意見交換及び質疑応答
【 パネルディスカッション】

【本県の取組】
「栃木県のリスク管理に係る取組について」
（栃木県保健福祉部生活衛生課）

【基調講演】

・「食品添加物の安全性の評価」
（内閣府食品安全委員会 委員 川西 徹 氏）

・「セブンｰイレブンにおける食品添加物の
使用の考え方について」

（事業者代表 (株)セブン-イレブン・ジャパン
QC・物流管理本部 QC部 総括マネジャー 斉藤 俊二 氏）

どなたでもお気軽に、ご参加ください！

参加 無料
（参加申込が
必要です）

【申し込み・問い合わせ先】
・ファクシミリでの申込み方法（番号を十分ご確認ください）
別添の参加申込書に必要事項を記入の上、直接ファクシミリにて送信してください。
・栃木県電子申請システムでの申込み方法
右の2次元コードから、画面の説明に従ってお申込みください。
【宛先・問い合わせ】
栃木県保健福祉部 生活衛生課
TEL：028ｰ623ｰ3114 FAX：028ｰ623ｰ3116
E-mail：eisei@pref.tochigi.lg.jp



食の安全に関するリスクコミュニケーション in 県庁 

「食品添加物」に関するアンケート（事前用） 

 

Q１ 食品添加物について、あなたの考えや気持ちに近い項目はどれですか？ 

1. 必要であれば使ってもよい 

2. できるだけ使わないでほしい 

3. 一切使わないほうがよい 

4. 特に気にしない 

 

Q２ Q１で２と３を選んだ方にお聞きします。 

食品添加物について使わないでほしい、又は一切使わないほうがよいと思う理由はなんですか？ 

（複数回答可） 

１．健康への影響が心配だから 

２．どのくらいの量を摂取しているか分からないから 

３．どのくらいの種類が使われているのか分からないから 

４．子どもや孫への影響が不安だから 

５．なんとなく不安だから 

６．その他（                                   ） 

 

Q３ あなたは食品を購入する際に、食品添加物について確認していますか？ （複数回答可） 

１．毎回確認している 

２．ときどき確認している 

３．気になる食品は確認している 

４．確認していない 

５．その他（                                   ） 

 

Q４ Q３で１と２と３を選んだ方にお聞きします。 

  食品を購入する際に、食品に使われている食品添加物を確認するときのポイントは何ですか？ 

（複数回答可） 

１．食品添加物の名称 

２．食品添加物の数 

３．特にポイントはない 

４．その他（                                   ） 

 

Q５ 本講習会で最も知りたい内容を１つ選んでください。 

１．食品添加物を摂取した場合の健康への影響はどうなのか 

２．食品添加物を使用する(使用しなければならない)理由は何なのか 

３．食品を製造する際に、食品添加物の種類や使用量がどのように決められているか 

４．販売されている食品に含まれる食品添加物の適正な使用をどのように監視しているか 

５．その他（                                   ） 


